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社会の中で自分の役割を果たしながら、自分らしい生き方を実現していく過程を「キャリア発達」といい

ます。そして、児童・生徒一人一人のキャリア発達を支援し、それぞれにふさわしいキャリアを形成してい

くために必要な意欲、能力や態度を育てる教育が「キャリア教育」です。 

特に、特別支援学校のキャリア教育は、児童・生徒一人一人の実態に応じて、「自立と社会参加」を目指し、

自分でやれることを増やしていこうとする意欲や態度をはぐくみ、卒業後の生活を視野にいれ、自らの生き

方を主体的に考え、自己実現を果たしていこうとする能力や態度を育成することを目指します。 

キャリア教育を進める上では、児童・生徒一人一人が、自らの学習状況や生活の様子を振り返りながら、

個々のキャリア発達を促していくことができるようにする教育的働きかけが重要です。 

そのため、令和２年４月から、全ての小学校・中学校・高等学校等において、児童・生徒が学習活動を記

録し、蓄積する教材として、「キャリア・パスポート」の活用が始まっています。特別支援学校においては、

小学校・中学校・高等学校等と同様に、障害のある児童・生徒が自らの学習や生活面での振り返りを行うこ

とができるよう、支援と工夫をすることが必要となります。 

本パンフレットで紹介するキャリア・パスポートの考え方や活用の仕方を参考にして、今後地域の小学校・

中学校から引き継がれるキャリア・パスポートを学校生活支援シート（個別の教育支援計画）や個別指導計

画と連携させて、特別支援学校における指導の充実を図っていきましょう。 



 キャリア・パスポートとは、児童・生徒が、自らの学習状況や日常生活等の振り返りをしながら、自身
の変容や成長を自己評価できるように工夫した教材です。特別支援学校においては、「学期の目標」、「一
年のまとめ」などの形で、これまで各学校が児童・生徒の学校生活を充実させるために取り組んできたこ
とを大切にしながら進めていくことが、スタートとなります。 
 児童・生徒がキャリア・パスポートを作成していく際に、自己を振り返るに当たっては、教員が児童・
生徒の実態に応じて対話的に関わるようにしていくことが大切です。対話により、児童・生徒が、新たな
ことに気付き、自己の生き方につなげようとする力を養えるようにしていきましょう。 

キャリア・パスポートの例

できるだけ本人が記入することで、児童・生徒本人が
活用することの意識が高まります。

【キャリア・パスポートに関する学習指導要領上の規定】
〇特別支援学校小学部・中学部学習指導要領 第１章総則 第５節１の（３） （高等部についても同様）

児童又は生徒が、学ぶことと自己の将来とのつながりを見通しながら、社会的・職業的自立に向けて
必要な基盤となる資質・能力を身に付けていくことができるよう、特別活動を要としつつ各教科等の特
質に応じて、キャリア教育の充実を図ること。（略）

〇小学校学習指導要領 第６章特別活動 第２〔学級活動〕の３の(2) （中学校・高等学校についても同様）
（略）指導に当たっては、学校、家庭及び地域における学習や生活の見通しを立て、学んだことを振

り返りながら、新たな学習や生活への意欲につなげたり、将来の生き方を考えたりする活動を行うこ
と。その際、児童が活動を記録し蓄積する教材等を活用すること。
（下線部がキャリア・パスポートのことを意味しています。）

学校だけでなく、交流先でも、友達にはたらきかけて、一緒に活
動することができました。家族の名前や住所など、普段よく使用
する漢字の読み書きが定着してきました。

友達への誘い方は、一方的になってしまうこともあるため、手本
を示すなどの支援が必要です。書字の練習では、最初に十字リー
ダー入りのマスを使うとバランスよく書くことができます。

学校生活支援シート（個別の教育支援計画）の例

かけるかん字をふやして、おじいちゃんに
手がみをかきたい。

いろいろな人となかよくなって、友だちを
多くする。

アニメを見ること

べんきょうもあそび

も

休まずに元きにが

たくさんかん字のれんしゅうをする。
手がみのかきかたをべんきょうする。

さつできるようにな

かん字をつかって、手がみをかけた。
大きなこえで、きんじょの人にあい
さつできた。

テレビのアナウンサーの
あいさつ

元きに まい日 とうこうし、友だちと

なかよく すごせましたね。

できることが ふえて きました。あいさ

つは つづけて がんばろう︕

あさ、ねむいときでもあいさつがんばれ。

児童・生徒によっては、キャリア・パスポートの項目

の内容を理解することや、記載する内容を考え出すこ

とが難しい場合もあります。このような場合には、教

員が対話的に関わることが大切であり、理解しやすい

形で示した選択肢を児童・生徒が選ぶようにするなど

の支援が考えられます。 

その人のすきなことを、やさしいきき
かたできく。

きんじょの人にあい
る。

自ぶんからさきに、大きなこえであいさ

学校で友達と仲良く過ごしたい。

生活に必要な読み書きや計算ができるようになってほしい。

 特別支援学校で作成している学校生活支援シート（個別の教育支援計画）にも、学校生活に対する児童・
生徒本人の希望や願いを記載する欄があり、年度末に評価をすることで、支援の振り返りの記録として活用
されています。その性格として、学校生活支援シート（個別の教育支援計画）は、児童・生徒に対する支援
を保護者等と共有する計画としての役割に重点が置かれています。 
 一方、キャリア・パスポートは、児童・生徒本人の意思や思いにより重点をおくとともに、児童・生徒が
振り返りの際の教材として活用することにつなげることが重要になります。 



〇 地域の小・中学校からのキャリア・パスポートの引継ぎ
地域の小・中学校から引き継いだキャリア・パスポートを、学校生活支援シート（個別の教育支援計画）

及び個別指導計画の作成に活用します。

小学校のキャリア・パスポートの例

教材の写真や具体的な支援

地域の小・中学校から引き継いだキャリア・パスポートは、学校生活支援ファイルに保管するようにします。

・児童・生徒との対話の際に、「好きなこと」や「いえのひ
となどから」の内容を参考に話を聞き取ることで、学校生
活支援シート（個別の教育支援計画）の「本人のねがい」
に反映させることができます。

・「学習面」や「生活面」のこれまでの振り返りの気付きを、
個別指導計画を作成する際の参考とすることができます。

特別支援学校小・中学校
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検査等
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支援会議

の記録

早ね早おきがだいたいできた。 

１年間べんきょうやピアノをがんばりました。りっぱな大人になれるよう 

〇 引き継いだキャリア・パスポートの保管 



○キャリア・パスポートを活用したキャリア教育の充実に関する参考資料

・「自分らしい生き方の実現を目指して キャリア・パスポートを活用したキャリア教育の充実に向けて」 令和 2 年 4 月東京都教育委員会

・「キャリア・パスポートって何だろう︖」文部科学省

○キャリア教育と特別支援教育
「キャリア教育」は、児童・生徒の自立や社会参加に向け

「特別支援教育」は、学校段階における教育ですが、キャ
リア教育は、学校卒業後も生涯にわたって自己のキャリア発
達を促していくことができるようにするための教育的営み
であるという違いがあります。

【印刷・発行】東京都教育庁指導部特別支援教育指導課 東京都教育委員会印刷物登録
〒163-8001 新宿区西新宿二丁目８番１号 令和２年度 第１４７号

【特別支援学校 小学部版】

〈作成上の工夫例〉
・「こんな『じぶん』になりたい!!」の欄を記入する際には、

文字での記入だけでなく、各校で使用している授業や活動

・「せんせいから」や「いえのひとなどから」の欄には、担
任や家の人などの顔写真を貼り、誰からのコメントかを分
かりやすくすることもできます。

・「ふりかえり」では、校内で共通の「ふりかえりマーク」
を作成・活用することで、「なりたい自分」に対する自己
評価の仕方や理解の定着を促すことができます。

・「ふりかえり」は、「できた・できない」だけでなく、「○
○までがんばった」「もう少しでできそう」「助けをもらっ
てできた」など、肯定的に捉えられるようにします。

・使用に当たっては、年度当初に使用する書式と振り返りの

するなど、活用しやすく工夫をします。

年度当初に使用する書式例 振り返りの際に使用する書式例

学校生活支援シート（個別の教育支援計画）や個別指導計画など

でキャリア・パスポートの目的を兼ねる場合、学校生活支援シート

（個別の教育支援計画）や個別指導計画が教員によって作成される

のに対し、キャリア・パスポートは児童・生徒が主体となって作成

し、自己の振り返りに活用されるものであるということに留意する

必要があります。

の絵や写真などを使用することが考えられます。 
た主体的な取組への支援が求められる、特別支援教育に共通
する概念です。 

際に使用する書式を見開きで印刷する、学校独自の名称と
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